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情報のマッピングを目的としたツイート語義曖昧性解消 
 

遠藤岳†1 六瀬聡宏†2 内田理†1 

 

概要：近年，ソーシャルメディアのデータを活用して実世界の出来事の抽出や予測を行う研究が盛んである．特に
Twitter は速報性が高く利用者も多いメディアであるため，リアルタイムな状況把握への活用が期待されており，近年

は災害時の活用を指向した研究も活発である．ところで，ツイートに地理情報が付与されていれば地図上にマッピン
グすることが可能となる．したがって，災害時に被害の状況や支援のニーズなどを詳細に把握することが可能となる．
しかし，ジオタグが付与されたツイートは極めて少数であることが知られている．そのため，ツイート本文中から地

名を正確に抽出する必要がある．しかし地名と人名が同一表記となることが想定される名称場合，それを一意に特定
することが困難な場合もある．そこで本研究では，情報のマッピングを目的としてツイート中の単語の曖昧性解消手
法を提案し，実験によりその有用性を検証する． 
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A Word Meaning Disambiguation Method for Tweet Texts  

that Aims for Information Mapping 
 

GAKU ENDO†1 TOSHIHIRO ROKUSE†2 

OSAMU UCHIDA†1 

 

Abstract: In recent years, studies on extraction and prediction of real world events utilizing information of social media are 

extensively conducted. In particular, since Twitter is a medium with high real-time property and a lot of users, it is expected to be 

utilized for real-time situation prediction. Due to this, studies on Twitter utilization at the time of disaster has conducted actively 

in recent years. By the way, when geographical information is given to a tweet, mapping the tweet becomes possible. Then, it 

becomes possible, for example, to grasp the damage situation, support needs, and so on, in more detail in the time of disaster. 

However, it is known that the number of geotagged tweets is extremely small. Therefore, it is necessary to extract the toponym in 

the tweet text accurately. However, when there is a possibility that the same proper noun may represent a place name and a 

person's name, there are cases where it cannot be uniquely specified. Then, in this study, we propose a word meaning 

disambiguation method for tweet texts that aims for information mapping and verify the usefulness of the proposed method 

through experiments. 
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1. はじめに   

 近年，ソーシャルメディアのデータを活用して実世界の

出来事の抽出や予測，例えば災害時の被害状況の把握や鉄

道運行情報の抽出[1]，感染症の流行予測[2]などを行う研究

が盛んである．特に Twitter は速報性が高く利用者も多いメ

ディアであるため，リアルタイムな状況把握への活用が期

待されており，近年は災害時の活用を指向した研究も活発

である[3]-[6]．しかし，Twitter をはじめとするソーシャル

メディアの情報は一般に情報量が膨大であり，さらに災害

時における活用を考えると被災者支援や避難行動の意思決

定等に必ずしも有用でないものも多く，情報の内容を精査

する必要がある．また，有用な情報であったとしても地理

情報が付与されていなければ活用が難しいケースも多い．

例えば，「市役所前の道路が陥没しています」といったツイ
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ートではどこの市役所であるかが一意に特定できず，災害

対応等に活用することができない．情報に地理情報が付与

されていれば，地図上にマッピングすることが可能となる

ため，例えば災害時に被害状況や支援ニーズ等をより詳細

に把握することなどが可能となる．Twitter には投稿にジオ

タグ（経緯度）を付与する機能があり，これらの情報を利

用して地図上に可視化を行う事例も存在する．しかし，

Chengら[7]によるとジオタグが付与されたツイートは全ツ

イート中 0.42%と極めて少数であるため，ツイートにジオ

タグが付与されていることを前提とすることは実用的では

ない．そのため先行研究ではオープンデータなどを用いて

作成した地名辞書を利用し，テキスト中に出現した地名と

マッチングさせることによって実空間と対応付ける手法な

どが検討されてきた[8]．しかしこれらの手法では 2 つのタ

イプの地名曖昧性が問題となる[9]．1 つは Geo/Non-geo 曖

昧性と呼ばれ，「松本」や「山口」など地名と同一表記の人

名の存在によって生じる曖昧性である．もう 1つはGeo/Geo

曖昧性と呼ばれ，「日本橋」など表記が同一の地名が複数存
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在する（東京の日本橋，大阪の日本橋）ことにより生じる

曖昧性である． 

本研究では特に Twitter のテキスト情報を対象に，地図上

への情報マッピングを目的として，Geo/Non-geo 曖昧性の

解消を行う．具体的には，Twitter に投稿されたテキストか

ら地名候補となる文字列の前後に出現する単語情報を利用

することによる Geo/Non-geo 曖昧性の解消法を提案し，実

験によりその有用性を検証する． 

 

2. 関連研究 

2.1 地名曖昧性 

 地名と実空間の座標を対応付ける際に発生する曖昧性は，

Geo/Non-geo 曖昧性と Geo/Geo 曖昧性の 2 種類が存在する

[9]．本研究で扱う Geo/Non-geo 曖昧性とは地名と同一の表

記で地名以外の意味を持つ単語に生じる曖昧性である．例

えば，「松本」や「山口」という表記は地名としても人名と

しても用いられる．また，「松本」という表記には例えば「松

本山雅」というサッカークラブを指している場合もあり，

このような場合これを地名として扱うことは必ずしも適切

ではない．このようなテキスト中の地名表記が含む語義の

曖昧性は，周辺の文脈などにより解消する必要がある．一

方，Geo/Geo 曖昧性とは「青葉区」や「日本橋」といった

同一表記の地名が複数個所存在する場合の曖昧性であり，

テキスト中に共起する地名を利用した曖昧性解消[8]など

が提案されている． 

2.2 固有表現抽出 

 Geo/Non-geo 曖昧性の解消のための単語の語義推定に関

連する研究として，山田ら[10]の固有表現抽出に関する研

究が挙げられる．山田らは周辺の単語，品詞，文字種など

様々な特徴を素性とし， SVM を用いることで高い精度で

の固有表現抽出に成功した．しかし，この研究で扱ったデ

ータは毎日新聞の記事データであり，文法的に整った文章

である．一方，本研究の対象となる Twitter の文章はくだけ

た表現や省略形，未知語が多いため，同様の手法が適用で

きないことが予想される． 

3. 提案手法 

 本研究では山田ら[10]の手法を参考に曖昧性解消を行う

必要がある単語の前後の単語の情報を素性として特徴ベク

トルを生成し，機械学習による学習を行う． 

3.1. 形態素解析の適用 

 曖昧性解消の前処理として，対象となる曖昧性を含む文

字列を含むツイートに形態素解析を適用し，前後に出現す

る単語の情報を取得する．本研究では形態素解析器には

MeCab[11]を利用し，辞書としては mecab-ipadic-NEologd 

[12]を用いた． 

3.2. 特徴ベクトルの作成 

3.2.1 形態素ベクトルの生成 

 地名候補文字列は地名の場合とそうでない場合では前後

の形態素や品詞などが異なると考えられる．例えば，地名

には「駅」や「市」といった形態素が直後に出現しやすく，

人名には「さん」や「先生」といった形態素が出現しやす

い．そこで本研究では，特徴ベクトルとして曖昧性解消対

象の形態素の前後 2 形態素を対象とし，素性の値は形態素

が出現したか否かの 2 値とした． 

3.2.2 品詞ベクトルの生成 

地名前後 2 形態素の品詞情報を加える．例えば「〇〇／ 

に／行く」といった場合，直後に助詞と動詞が出現したと

いう情報を特徴ベクトルに加える．品詞は細分類（名詞・

一般や名詞・固有名詞など）を利用する． 

3.2.3 文字種ベクトルの生成 

 地名前後の文字種を特徴ベクトルに加える．例えば「渋

谷ヒカリエ」や「横浜スタジアム」などの施設名は直後に

カタカナが出現しやすいという特徴を考慮する．文字種は

ひらがな，カタカナ，漢字，ローマ字，数字，記号，その

他，のいずれであるかを特徴とする．文字種が複数存在す

る場合，出現したすべての文字種を素性とする． 

 

4. 予備実験 

 形態素解析は文章を最小単位である形態素に分割し，品

詞を判別する．地域名を表す場合「名詞，固有名詞，地域，

一般」といった形で判別される．事前の調査として，ツイ

ート文に形態素解析を適用させた際，結果がどの程度信用

できるか調査を行った．今回は対象とする文字列として

Geo/Non-geo 曖昧性を持つ 4 か所（松本，宮崎，山口，石

川）を含むツイートを 100 件抽出し形態素解析を適用させ，

該当する形態素の判別が正しいかどうか手動で判定した．

形態素解析器には MeCab[11]を利用し，辞書としては

mecab-ipadic-NEologd[12]を用いた．判定精度は 86%と高か

ったが，形態素に分割した際に「松本城」や「松本潤」と

いった抽出に用いた文字列とは異なる曖昧性の含まない形

態素が抽出された．これらのツイートは曖昧性を含まない

形態素のため語義の推定を行う必要はないと考えられる．

このような曖昧性の含まない形態素を含むツイートの割合

はおよそ半分を占めており，これらを対象外とし，抽出を

行った文字列と同一の形態素のツイート精度は 75%ほどで

あった．そのため本研究では曖昧性を含む地名候補文字列

と同一の形態素を含むツイートを実験対象とする． 

 

5. 評価実験 

 提案手法の有用性を検証するため，評価実験を行う．ま

ず実験対象となるツイートを収集し，手動で正解ラベルを

付与した．これらのツイートをデータセットとして分類機
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を生成し，有用性を検証する． 

5.1 実験対象となるツイートの取得 

 実験対象の地域名称として「山口」「松本」「千葉」「石川」

「宮崎」の 5 つを設定し，各地名候補文字列を含むツイー

トを実験対象とする．ツイートは 2016 年 11 月 1 日～30 日

の間に投稿されたもので，データの重複や偏りを減少させ

るために URL(“http://”)を含むツイートと“RT”を含むツイ

ートは実験対象から除外した．なお，これらのツイートデ

ータはデータセクション株式会社より提供いただいた（全

体の約 10%サンプリング）． 

5.2 曖昧性を含むツイートの設定 

 予備実験より，取得したツイートに形態素解析を適用し，

該当する地名と同一の形態素を含まないツイートを処理の

対象から除外する．例えば「松本城は晴れている日に行き

たい」という文章に形態素解析を適用させると「松本城」

という形態素が抽出される．この場合，「松本城」という形

態素は曖昧性を持たないため処理対象からは除外する．処

理対象となるツイートを 700 件抽出し，手動で「地名」，「地

名以外」，「不明」の 3 種類のラベルを付与する． 

5.3 実験方法 

 実験には「地名」と「地名以外」のラベルが付与された

ツイートを利用する．今回は実験用ツイートの 9 割を学習

データ，残り 1 割をテストデータとする．評価方法として，

それぞれ適合率，再現率，及び適合率と再現率の調和平均

である F 値を算出する．本研究では分類器に SVM を使用

し，カーネル関数には多項式カーネルを用いた． 

5.4 実験結果と考察 

 実験結果を表 1, 2 に示す．地名を表すツイートとそう

でないツイート双方に対して高い精度で曖昧性が解消でき

ることを示しており，地名曖昧性解消の有用性が検証でき

たと考えられる． 

失敗したツイートに関しては前後 2 形態素のみでは情報

が少なく，分類が困難であったと考えられる（表 2(1)）．こ

のようなツイートを適切に分類するためには前後の形態素

以外の特徴を用いる必要があると考える．また，（表 2(2)）

のように前後 2 形態素からでは地名と人名のちらにも判断

できてしまうため，分類に失敗してしまうと思われるツイ

ートも存在した．このようなツイートの分類には人手での

分類でも事前知識が必要となるため，自動分類は困難であ

ると考えられる．しかし，中には明らかに地名を表してい

るにもかかわらず地名でないと判断されたツイートも存在

した（表 2(3)）．これらは，直前の空白や記号などが大きく

影響してしまったものと考えられる．また，特定の人名が

地名と誤分類されたツイートも存在した（表 2(4)）．このよ

うなツイートは形態素解析の際に用いる辞書を拡張するこ

とで解決できると考えられる． 

 

6. まとめと今後の課題 

 本研究では地名候補の前後の形態素情報を用いること

でツイート中に出現する地名表記の曖昧性解消を行った．

実験の結果，少ない情報でも高い精度で分類ができており，

その有用性を示すことができた． 

 今後の課題として，曖昧性解消が必要なツイートを投稿

したユーザの過去のツイートの利用や，前後2形態素以外に

含まれている地名や人名の利用などが挙げられる．また，

今回は地名と人名がどちらも出現しやすい地名を対象とし

て実験を行ったため，ツイートに出現する頻度が地名と人

名で偏ってしまう名詞の場合では精度が下がってしまうこ

とが考えられる．さらに，情報マッピングの主たる応用先

として災害時におけるクライシスマッピングがあるが，特

に大規模災害時では投稿文に含まれる情報が平時とは異な

ることが想定される．そこで，災害時に投稿されたツイー

トに対しても提案手法が有用であるか，今後検証する予定

である． 

 

 

表 1 実験結果 

  適合率 再現率 F値 

地名 0.89 0.87 0.88 

地名以外 0.87 0.89 0.88 

全体 0.88 0.88 0.88 

 

表 2 分類に失敗したツイート例 
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